
こんなに地震が！

地震の年表

平 成 ３ １ 年 １ 月

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 日 本 防 災 士 会
愛知県支部・専門員 近 藤 斎

あ い ち 防 災 リ ー ダ ー 会
西 尾 張 ブ ロ ッ ク 一 宮 支 部



日本列島が誕生し歴史が始まる

日本列島はこうしてできた！
日本列島は、初めは何もなかったユーラシア大陸の東の海で少しずつ現在の形へと変化してきました。
その背景には、地球の表面をおおう「プレート」のいとなみが関係しています。

６０００～５０００万年前 ２３００～１９００万年前 １７００～１５００万年前 ３００万年前 現 在

アジア大陸の一部
であった時代

大陸の東縁が
割れ始めた

日本列島が回転し
て日本海ができた

日本海形成に続き
火山活動の時代

現在の日本
列島の形

ユーラシア
大陸

※ プレートとは地球表層を形づくる、厚さ100キロメートルの岩盤

ユーラシア
大陸

ユーラシア
大陸

ユーラシア
大陸

ユーラシア
大陸



※ M６以上の地震を表示

過去に起きた日本列島の地震 地震の元凶を鎮める

※大鯰を懲らしめる民衆を描いた鯰絵（１８５５年安政大地震の後に出版）



南海トラフ「前兆現象」で避難、震源域に促す

臨
時
情
報
で
想
定
す
る
前
兆
と
な
り
得
る
主
な
現
象

半割れケース

一部割れケース

Ｍ８以上の地震が片側で発生し
もう片側での連動を懸念

連動が心配

南海トラフ東側で大規模
地震（Ｍ８以上）が発生

前震の可能性がある
Ｍ７以上の地震が発生

大地震の前兆か

南海トラフで地震
（Ｍ７以上）が発生

報告書案に基づく、
住民避難開始までの流れ

南海トラフで前兆現象発生

約
５
分
後

最
短
２
時
間
後

政
府
の

呼
び
か
け
後

最初の臨時情報
続発地震につながるか調査
を始めたことを発表

２回目の臨時情報

※前兆現象の三つ目のパターンは、「ゆっくりすべり」で観測事例はない。

巨大地震が起きる可能性が
高まっている場合、「半割れ」
など３パターンで発表

政府が避難開始を呼びかけ

「１週間程度、対象者は避難を」

自治体による避難情報発令

https://www.yomiuri.co.jp/photo/20181211/20181211-OYT1I50018-L.jpg
https://www.yomiuri.co.jp/photo/20181211/20181211-OYT1I50019-L.jpg


日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

旧
石
器
時
代

(

～
紀
元
前
一
万
四
千
年
頃)

日本列島はユーラシア大陸と陸続きであった(氷河時代)

彼らはマンモス、ナウマンゾウ、オオツノシカなどの大型

動物を追いかけて日本列島へやってきました。

食糧調達には主に狩猟・採取を行い、石を打ち砕いてつ

くられた打製石器(材料は黒曜石など)を使用しました。

無土器時代とも言われている為、土器はありません。

◎氷河時代(約２万年前の氷河期最後の地図）

約２万年前
中国 北海道

東北地方

本州
四国

九州

朝鮮

◎三里塚No.55遺跡出土旧石器時代石器（千葉県）

約３万年前
鹿児島湾で大噴火が発生した。
姶良（あいら）火砕噴火と呼ばれ
噴出物の総量は４５０―５００km3

と推定される。

姶良カルデラ噴火時の火山灰は
南九州 ３０ｍ、高知県宿毛（すく
も）２０ｍ、鳥取県大山付近８ｍ、
京都 ４ｍ、東京１０ｃｍ、東北数
センチと降り積もる。

鹿児島湾（姶良カルデラの地形図）

※カルデラ噴火とは
大量のマグマが一気に地上に
噴出する壊滅的な噴火である。

※カルデラとは
火山の中心にできたほぼ円形
の大きな凹地で噴火後に火口
部が陥没したものが多い。
日本では阿蘇山が有名です。

活火山とカルデラの分布

ユーラシアプレート
▲ 活火山
〇 カルデラ

姶良

鬼界

火山前線

阿蘇

フィリピン海
プレート

姶良カルデラ

桜島

※本誌はＭ６以上をまとめ掲載してあります。



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

縄
文
時
代(

紀
元
前
一
万
四
千
年
頃
～
紀
元
前
四
世
紀
頃)

◎三内丸山(さんないまるや
ま）遺跡の大集落跡(青森)
大型竪穴式住居（復元）
六本柱建物（復元）
約７８０軒にもおよぶ住居
跡が確認されています。

約３４００年～３３００年前
静岡県六間川に大谷津波による
堆積物が発見された。なお、静岡
県にはレベル２に相当する津波は
発生していない発表があります。

約２０００年～４０００年前
関東南部周辺の相模トラフ沿いを
震源とした関東地震が少なくとも５
回発生した。

◎縄文時代
大森貝塚（東京都）
明治１０年縄文土器は大森
貝塚を発掘したアメリカ人
モースによって見出され、
縄目文様という発想から命
名された 「縄文式土器」の
用語が定着しました。

約７３００万年前
鬼界（きかい）カルデラは薩摩半島
から約５０Ｋｍ南の大隅海峡に位置
し巨大カルデラ噴火を起こした。
火山灰に覆われた面積は２００万ｋ
㎡、体積は１００km3と推定される。

巨大カルデラ噴火は南九州の縄
文文化を滅ぼした巨大なもので、
地球環境の一部に壊滅的な被害
を与える破局的噴火（カルデラ噴
火）であった。

鬼界カルデラ

海底の鬼界（きかい）カルデラ
世界最大級の溶岩ドーム

鬼界カルデラの位置

屋久島

種子島

約６５００年～２千数百年前
高知県土佐市蟹ヶ池の地層の津
波堆積物から、この間に１７０７年
の宝永地震に匹敵する巨大地震
が１１回発生した。

※宝永地震とは
１７０７年（宝永四年）
江戸時代、五代将軍徳川綱吉
南海トラフ連動型地震（M８．６）
死者約２万人、家屋倒壊約６万
戸、４９日後に富士山で大噴火

※津波レベルとは
（駿河・南海トラフ沿いで発生）
①レベル１はＭ８クラスの地

震・津波
②レベル２はＭ９程度の巨大

地震・津波

※関東地震とは
１９２３年（大正１２年９月１日)
に南関東を中心に発生した巨
大地震であり相模湾トラフ巨大
地震とも総称される。

※新石器時代とは、縄文時代の説もあり意見が分かれています。



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

弥
生
時
代(

紀
元
前
四
世
紀
頃
～
二
五
〇
年
頃)

紀元前４世紀～紀元前３世紀頃
または、紀元前３９０年頃に三陸か
ら房総にかけてＭ９級の超巨大海
溝型地震と津波が発生した可能性
がある。気仙沼市大谷海岸で津波
の堆積物が発見された。

◎弥生式土器１号
１８８４年（明治17年）東京
都文京区弥生の向ヶ岡貝
塚で完形の壺が出土した。
発見場所の地名をとって
「弥生式土器」と呼ばれた
ことに由来し弥生時代と言
われるようになりました。

琵琶湖西岸でＭ７．５の地震
滋賀県高島市針江浜（はりえはま）、
草津市烏丸埼（からすまざき）、野
洲市湯ノ部（ゆのべ）の３遺跡が、こ
の地震による液状化でできたものと
推察された。

約２０００～２３００yBP
三重県大紀町の芦浜池（２０ｃｍ）
南伊勢町の座佐池（６０ｃｍ）で南
海トラフ地震の津波堆積物が発見
された。

２００年～２０００年前
北海道や東北の日本海沿岸で１０
～１５ ｍの高さになる津波が過去
４回発生した。

◎吉野ヶ里遺跡
（よしのがりいせき）
佐賀県神埼郡吉野ヶ里町
の吉野ヶ里丘陵にある遺
跡で国の特別史跡に指定
されている。 大規模な環

壕集落跡で知られています

日本海側では津波の記録が乏し
く、発生状況がよくわかっていな
い。ロシア側の海岸に開発され
ていない湿地が多くあり、津波の
痕跡が残りやすい点に着目して
北海道大学等が調査をした。

津波堆積物

泥炭

三遺跡は、液状化で湖中に水没
したとみられる。

◎針江浜遺跡
液状化によ
る地面の裂
け目

津波が池に砂利などの堆積物を運ぶ

海 池

漢委奴国王印

◎中国の光武帝（こうぶてい、
紀元前６年ー５７年）後漢
王朝の初代皇帝で倭奴国
王（わのなのこくおう）に漢
委奴国王印（かんのわのな
のこくおう いん）を贈ったと
されている金印です。
卑弥呼に贈られたとされる
親魏倭王印(しんぎわおうい
ん)はどこに？

※yBPとは、（ｙは年でBP：Before Presentは現在から何年前）放射性炭素年代測定で年代を表す指標



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

弥
生
時
代(

紀
元
前
四
世
紀
頃
～
二
五
〇
年
頃)

◎弥生時代の特徴
①弥生土器が使用された
②鉄器や青銅器などの金属器が使用された
➂石包丁などの大陸系磨製石器が使用された
➃水稲耕作が行われた

９５年
福島県岩沼沖でアウターライズ地
震で貞観地震（じょうがん）や東北
地方太平洋沖地震を超える規模の
「東北太平洋沿岸津波」が発生した
と推定されている。

紀元前後
高知県土佐市蟹ヶ池（海岸から
４００ｍ内陸）の１９００ｙBPの地層
から５０ｃｍを越える津波堆積物が
発見され、Ｍ９級の南海トラフ超巨
大地震の発生の可能性があり、過
去７千年の１６回以上の津波の中で
「最大級」と推定されている。

巨大津波の痕跡があった池

日本

陸の
プレート

日本海溝

アウターライズ地震

東日本大震災

海の
プレート

※アウターライズ地震とは
アウターの意：外側の

ライズの意 ：起き上る

＜海溝の外側で起きる地震＞

壺（つぼ） 甕（かめ） 高杯（たかつき）

①弥生土器とは
弥生土器は素焼きの土器で、貯蔵用の壺［つぼ］
・煮るための甕［かめ］・盛りつけ用の高杯［たかつ
き］が主な器種です。

②青銅器とは
銅器は朝鮮半島から銅剣・矛（ほこ）・戈（ほこ）・鐸
（たく）・鏡が伝えられ、日本独自の発展をとげた。

銅剣 銅鐸 銅鏡

➂石包丁（磨製石器） ➃水稲耕作（農機具）

２１０年前後
石川県白山市部入道遺跡の液状
化痕跡から震度６強級の地震が発
生したと推定されている。



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

古
墳
時
代(

二
五
〇
年
頃
～
五
九
二
年)

◎古墳時代とは
一般的には古代の墳墓（ふんぼ）という意味をもってい
るが、「墳」の字には土を盛り上げた墓という意味がある
古墳とは、日本の古代、ことに弥生(やよい)時代終末の
西暦3世紀後半に出現し、７世紀末ごろまでに築造され
た高塚の墳墓を古墳とよんでいます。

４世紀～５世紀頃または４３０年頃
三陸から房総にかけてＭ９級の超
巨大海溝型地震と津波が発生した
可能性がある。
宮城県気仙沼市大谷海岸で津波
による堆積物が発見された。

４１６年８月２２日
（允恭５年７月１４日）
允恭地震（いんぎょうじしん）
奈良県明日香村で地震が発生
第１９代允恭（いんぎょう）天皇

『日本書紀』に記された記録の残
る日本最古の歴史地震。
※第１９代允恭天皇とは

仁徳天皇の第４皇子で飛鳥の
地に宮を設けた初めての天皇
です。

※古事記とは（完成：７１２年）
発起人：天武天皇
目 的 ：国内向けに天皇家の

歴史と正当性を示す
構成 ：全３巻

※日本書記とは（完成：７２０年）
発起人：天武天皇
目的 ：国際的に国家成立・

歴史の正当性を示す
構成 ：全３０巻と系図１巻

約４０００年前

約3000年前

約２000年前

※約１０００年おきに並ぶ堆積物の層

◎前方後円墳（仁徳天皇陵） ◎竪穴式（たてあな）住居

◎埴輪 ◎女子（衣裳） ◎朝鮮半島

倭

百済 新羅

高句麗

宮城県大谷海岸の地層

伽耶

１６１１年
８６９年



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

飛
鳥
時
代(

五
九
二
年
～
七
一
〇
年)

◎飛鳥時代とは
「飛鳥：あすか」という語源については外来語由来説、
地形名称由来説などがあるがはっきりとしたことはわ
かっていない。

①奈良盆地南東部の歴史的地名。明日香とも書く
飛鳥の用字は枕詞〈飛ぶ鳥の〉をあてたもの。

②現在の奈良県高位郡明日香村付近に相当する
「飛鳥」の地に宮・都が置かれていたとされること
に由来する。

５９９年５月２６日
（推古７年４月２７日）
推古地震（すいこじしん）
大和国（奈良県）でＭ７の地震が発
生した。
第３３代推古天皇（すいこてんのう）

『日本書紀』に家屋倒壊と記され
た記録の残る日本初の震災記録

※第３３代推古天皇とは
古代の天皇の最初の女帝。
欽明(きんめい)天皇の皇女。
５９２年崇峻（すしゅん）天皇が
蘇我馬子に殺されると蘇我氏
の出として擁立されて即位し、
甥の聖徳太子を摂政（せっしょ
う）として国政を行った。

※聖徳太子とは
用明天皇の皇子で名を厩戸
(うまやど)皇子と言われた。

①仏教を取り入れ厚く信仰
②十七条憲法を定める
③冠位十二階を定める
④天皇を中心とした中央集

権国家体制の確立を図る
⑤遣隋使を派遣

※蘇我馬子（そがのうまこ）
有力豪族で、４代の天皇に仕
え５０年以上にわたって大臣
（おおおみ）を務め蘇我家の
繁栄を築いた。

◎聖徳太子の新しい国づくり
①仏教を保護と拡大

法隆寺 法隆寺・夢殿

②十七条憲法の制定（抜粋）
一曰。以和為貴。無忤為宗。人皆有党。亦少達者。是以
或不順君父。乍違于隣里。然上和下睦。諧於論事。則事
理自通。何事不成。

➂冠位十二階
この制定により人材登用の道が開かれ朝廷に仕える臣
下を12の等級に分け、地位を表す冠を授けるものである。

④遣隋使を派遣
倭国が技術や制度を学ぶために隋に派遣した朝貢使の
ことを言い、小野妹子（おののいもこ）達が任をはたした。



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

飛
鳥
時
代(

五
九
二
年
～
七
一
〇
年)

◎大化の改新（６４５年）
中大兄皇子（なかのおおえのおうじ）・中臣鎌足（なかと
みのかまたり）らが蘇我蝦夷（そがのえみし）・入鹿（いる
か）父子を滅ぼした。中大兄皇子は公地公民制、地方行
政組織の確立、戸籍・計帳の作成と班田収授法の施行、
租・庸・調の統一的税制の実施を中心とした改新の詔
（みことのり）を発布し、氏姓制度による皇族・豪族の支配
を否定して、中央集権的支配の実現へと向かった。
後の天智（てんじ）天皇と藤原鎌足（ふじわらのかまたり）

◎服装

６７９年初頭（天武７年１２月）
筑紫地震（つくしじしん）
筑紫国（福岡県）でＭ６．５～７．５
の地震が発生した。
第４０代天武天皇（てんむてんのう）

『日本書紀』に震源域がほぼ判明
してるものとしては日本最古の歴
史地震である。
巾２丈（約６ｍ）、長さ３０００丈余
（約１０ｋｍ）の地割れが発生村々
の民家が多数破壊されました。ま
た、丘が崩れた。

※第４０代天武天皇とは
舒明（じょめい）天皇の皇子で
中大兄（なかのおおえの）皇子
の弟で壬申の乱に勝利をして
天武（てんむ）天皇になった。
大王（おおきみ）・倭国（わこく）
を天皇と日本と改めた。

文官朝服 貴族女子 庶民

◎食事
貴族 下級役人 庶民

６８４年１１月２６日（天武１３年１０月）

白鳳地震（はくほうじしん）及び天武
地震とも呼ぶＭｗ８～９の南海トラ
フ全域が震源域となった可能性が
高い巨大地震であった。

『日本書紀』に日本最古の津波記
録がある地震である。
死者多数、土佐で津波により大き
な被害、田園（約１２Ｋ㎡）が海面
下へ沈下。

７０１年５月８日（大宝元年３月２６日）

大宝地震（たいほうじしん）
京都北部で地震が発生した。
第４２代文武天皇（もんむてんのう）

京都府を中心とした日本海側の
地域に津波の伝承が残っている。

※租庸調（そようちょう）とは、租は米・庸は労働・調は麻等を納める。



日本における大地震の歴史

時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

奈
良
時
代(

七
一
〇
年
～
七
九
四
年)

◎奈良時代とは
奈良市に都のあった７４年間をいう。天皇を中心とする
政府がここにあったので、地名をとって時代の名称とし
た、奈良の都の公式の名称は平城京であるが、奈良と
よばれる地にあったので、一般には奈良の都という。

◎日本で最初の流通貨幣（７０８年）

７１５年６月３０日・７月１日
（和銅８年５月２５日・２６日）
遠江国地震（とおとうみのくにじしん）
静岡・愛知県でＭ６．５～７．５の地
震が発生した。
第４３代女帝元明（げんめい）天皇

遠江国で正倉４７棟が倒壊し、天
竜川が塞き止められ、数十日後に
決壊して洪水を起こした。民家１７
０区画以上が水没。農作物にも大
きな被害が生じたという。

和同開珎（わどうかいほう・かいちん）

◎平城京に遷都（７１０年）

７３４年５月１４日
（天平６年４月７日）
畿内七道地震（きないしちどうじしん）

畿内（大和、山城、摂津、河内、和泉）

七道（東海道、東山道、北陸道、山陽

道、山陰道、南海道、西海道）でＭ７の
地震が発生した。
生駒断層直下型。
第４５代聖武天皇（しょうむてんのう）

家が倒壊し圧死者が多数出、山
崩れ、川の閉塞、地割れが数えき
れないほど発生した。

※聖武天皇とは
７４３年「墾田永年私財法」を
発布して墾田の開発を公認し
てその促進をはかった、同じ年
に東大寺の大仏建立を命じる。

◎大宝律令（たいほうりつりょう）の制定
７０１年に古代国家の基本法である律と令。律は刑罰に
ついての規定、令は政治・経済など一般行政に関する
規定である。

律令政府が定めた通貨単位である
1文（もん）として通用した。当初は1
文で米２ｋｇが買えたと言われ、また、
新成人1日分の労働力に相当した。

元明天皇が藤原京から遷都した。
平城京は唐の長安京の都城制を模
してつくられ、南北９条 (約 ４．８km)
東西８坊 (約 ４．３km) の面積をもち
全域７２坊に区画設定されている。
中央北域に大内裏を置いた。

７４５年６月１日
（天平１７年４月２７日）
天平地震（てんぴょうじしん）
岐阜県美濃地方でＭ７．９の地震
が発生した。
第４５代聖武天皇

― ８ ―

養老ー桑名ー四日市断層帯
●岐阜

●名古屋

岐阜美濃で最大級の内陸直下地
震が発生したとされる。この震源
は養老断層とする説がある。



日本における大地震の歴史

― ９ ―

時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

奈
良
時
代(

七
一
〇
年
～
七
九
四
年)

◎奈良の東大寺（大仏殿）の大仏像
東大寺盧舎那仏像（とうだいじるしゃなぶつぞう）

７６２年６月５日（天平宝字：てんぴ
ようほうじ６年５月９日）
美濃・飛騨・信濃でＭ７以上の地
震が発生した。
第４７代淳仁（じゅんにん）天皇

糸魚川－静岡構造線活断層帯で
発生したＭ８クラスの地震の可能
性がある。 大仏造立（ぞうりゅう）は天然痘、

干ばつ・飢饉（ききん）が続き、
天平６年には大地震で大きな被
害があり、社会不安にさらされた
時代であった。国を安定させたい
という背景が推測されている。

◎服装

貴族の男子 貴族女子 庶民

◎食事
貴族 農民 農民

◎竪穴住居

南海トラフ巨大地震

※トラフとは
細長い飼い葉桶の意で、水深が７０００ｍ以下で幅の広 い凹地です。

南海トラフ

駿河トラフ

南海地震

東南海
地震

東海
地震



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

平
安
時
代(

七
九
四
年
～
一
一
八
五
年)

◎平安時代とは
桓武天皇の遷都を機会に新京ができて異口同音に「平
安の都」と呼んでいるから、 この都を「平安京」と名付け
ることとするといわれている。「京」とは、皇居のある都。

８１８年８月（弘仁９年７月）
弘仁地震（こうにんじしん）
関東内陸でＭ７．９の液状化を伴う
地震が発生した。
第５２代嵯峨（さが）天皇

関東地方に未曽有の大地震が
襲った。山が崩れ谷を数里にわ
たって埋めた。圧死した人々が
どれほどいたか、計り知れない。

◎平安京の地図

◎人物
※空海（くうかい、諡号：弘法大師）生年：７７４年

平安時代初期の僧で高野山に金剛峯寺（こんごう
ぶじ）を立て真言宗の開祖となった。

※最澄（さいちょう、諡号：伝教大師）生年：７６７年
平安時代初期の僧で比叡山延暦寺を立て天台宗
の開祖となった。

８２７年８月７日
（天長：てんちょう４年７月１２日）
京都でＭ６．５～７の地震が発生した
第５３代淳和（じゅんな）天皇

８３０年１月３０日（天長７年１月３日）
出羽でＭ７～７．５地震が発生した。

※第５０代桓武（かんむ）天皇とは
光仁天皇の皇子で天智天皇の孫で
あった。奈良時代の仏教政治の弊を
除くため、僧の不法を取り締まり、最
澄や空海を起用して新仏教を興させ
た。延暦１３年に平安京を開き，奥羽
の蝦夷平定のため坂上田村麻呂（さ
かのうえの たむらまろ）を将軍として
遠征させた。

８４１年前半
（承和：じょうわ８年５月３日）
伊豆でＭ７の地震が発生した。
第５４代仁明（にんみょう）天皇

平安京全体図

右京 左京

東市西市

西寺 東寺

朱雀院 神泉苑

大内裏

朱雀門

朱
雀
大
路

※第５２代嵯峨天皇とは
桓武（かんむ）天皇の皇子で
日本の書道史上三人の能筆
家の一人である。
他の二人は橘逸勢(たちばな
のはやなり)・空海で三人を特
に三筆（さんぴつ）と称する。

詳細は不明

詳細は不明

死者多数

※諡号（しごう）とは、貴人、僧侶の死後、その人の生前の行ないをほめたたえておくる名。



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

平
安
時
代(

七
九
四
年
～
一
一
八
五
年)

８５０年１１月２３日
（嘉祥：かしょう３年１０月１６日）
出羽国地震（でわのくにじしん）
山形県沖でＭ７の地震が発生した。
第５５代文徳（もんとく）天皇

国府の城柵が壊れ、圧死者多数。
最上川の岸が崩壊、津波発生。

◎人物
※清少納言（せいしょうなごん、平安中期の女流歌人）

「枕草子」の作者で人生や自然、外界の事物の断面
を鋭敏な感覚で描く、全三巻の随筆である。
（第一段 春はあけぼの）

春はあけぼの。やうやう白くなりゆく山ぎはすこしあ
かりて、むらさきだちたる雲のほそくたなびきたる。

※紫式部（むらさきしきぶ、平安中期の女流作家・歌人）
「源氏物語」の作者で世界最古の長編小説と言われ
る。天皇の子・光源氏を主人公に、貴族たちの恋愛
と人生を描いた。

＜源氏物語＞
５４巻で全編を三部構成
と見る説が有力である。
第一帖の１は桐壷（きり
つぼ）から始まる。

８６３年７月６日
（貞観：じょうがん５年６月１７日）
越中・越後で地震が発生した。
第５６代清和（せいわ）天皇

８６７年１１月１６日
（貞観９年１０月１３日）
陸奥国で大地震が発生した。
第５６代清和（せいわ）天皇

【冒頭 第一帖 桐壷】
いづれの御時にか、女
御、更衣あまたさぶら
ひ給ひけるなかに、い
やむ ごとなき際にはあ
らぬが、すぐれて時き
給ふありけり。

光る君の誕生

圧死者多数

富士山噴火で現在の富士五胡の
うちの２つ、西湖と精進湖を作り
だしました。溶岩流の上に1100年
の時を経て青木ヶ原樹海の森林
地帯が出来ました。噴出物の総
量は約１４億m3にもなります。

８６４年
（貞観：じょうがん６年５月）
富士山大規模噴火、阿蘇山噴火
第５６代清和（せいわ）天皇

８６８年７月３０日
（貞観１０年７月８日）
播磨国でＭ７の地震が発生した。
第５６代清和（せいわ）天皇

青木ヶ原樹海

西湖 精進湖



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

平
安
時
代(

七
九
四
年
～
一
一
八
五
年)

◎人物
※源氏（げんじ、みなもとうじ）とは

皇族が臣下の籍に降りる（臣籍降下）際に名乗る
氏の一つで第５２代嵯峨天皇の直系の子孫は「源」
、姓（かばね）を朝臣（あそん）を授けた。
８１４年（弘仁５年）嵯峨天皇が「源朝臣」の姓を与え
皇子を臣籍に下した。

※平氏（へいし、たいらうじ）とは
嵯峨天皇の兄弟の子どもやそのまた下の子どもに
は「平」、姓（かばね）を朝臣を授けた。
桓武天皇の皇子の子孫が平姓を与えられ臣籍に降
下したのに始まる。

※法然（ほうねん、平安末期の浄土宗の開祖）
１１７５年専修念仏の教えを唱えて浄土宗を開いた。
京都東山の吉水に庵を結んで布教に努め、主に武
士・農民の帰依を得た。旧仏教からの激しい圧迫を
受け、1207年専修念仏は停止され四国に流された
が、のち許されて帰洛。著「選択本願念仏集」など。
門下に親鸞などを輩出した。

８６９年７月９日
（貞観：じょうがん１１年５月２６日）
陸奥国（東北方面で秋田・山形除く）
でＭ８．３～８．６の大地震が発生し
た（貞観地震）
第５６代清和（せいわ）天皇

東北地方の太平洋沖で発生した
巨大地震。この日、陸奥国(むつ
のくに)で大地震があり、強い揺
れで立つこともできず、倒れた
家屋の下敷きになって圧死した
者や、地割れに飲み込まれた者
もいた。また、城下に大津波が
押し寄せ、１０００人ほどが溺死
し、後には田畑も人々の財産も
ほとんど残らなかったという。

※大地に呪われた天皇

八
五
〇
年

誕
生

八
五
八
年

即
位
（
九
歳

）

八
六
四
年

富
士
山
噴
火

八
六
六
年

応
天
門
の
変

大
干
ば
つ

八
六
七
年

別
府
鶴
見
岳

阿
蘇
山
の
噴
火

八
六
八
年

京
都
で
有
感
地
震

二
一
回

八
六
九
年

肥
後
津
波
地
震

貞
観
大
地
震

八
七
一
年

出
羽
鳥
海
山
の
噴
火

八
七
二
年

京
都
で
有
感
地
震

十
五
回

八
七
三
年

京
都
で
有
感
地
震

十
二
回

八
七
四
年

京
都
で
有
感
地
震

十
三
回

開
聞
岳
噴
火

八
七
六
年

大
極
殿
が
火
災
で
焼
失

譲
位

八
七
八
年

関
東
で
相
模
・
武
蔵
地
震

八
七
九
年

出
家

京
都
で
有
感
地
震

十
二
回

八
八
〇
年

京
都
で
地
震
が
多
発

三
一
回

死
去
（
享
年
三
十
一
）

清
和
天
皇
と

災
害

法然は「真実にねがひて、
常に念仏申を最上の機とす」
といい、念仏によつてこそ極
楽往生できると説いた。



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

平
安
時
代(

七
九
四
年
～
一
一
八
五
年)

８８０年１１月１９日
（元慶：がんぎょう４年１０月１４日）
出雲でＭ７の地震が発生した。
第５７代陽成（ようぜい）天皇

８８６年６月２９日
（仁和：にんな２年５月２４日）
伊豆諸島噴火、安房（あわ、千葉県
南部）の国で降灰と地震が発生した
第５８代光孝（こうこう）天皇

８８７年８月２２日
（仁和３年７月３０日）
五畿七道諸国でＭ８～Ｍ８．５の地
震が発生した。（仁和地震）
第５８代光孝天皇

越後西部で津波による溺死者が
１０００人にのぼったとされる。

８８７年７月２９日
（仁和３年７月６日）
京都でＭ６．５の地震が発生した。
第５８代光孝天皇

詳細は不明

南海トラフ全域？五畿七道諸国
大震、京都・摂津を中心に死者
多数津波あり。南海道沖の地震
の記録だが地質調査によればほ
ぼ同時期に東海道沖も震源域と
なった可能性あり。津波堆積物か
らＭ９クラスの説もある。

◎人物
※菅原道真（すがわらのみちざね、平安中期、漢学者）

宇多天皇の信任を得、藤原氏を抑えるために重用さ
れた。寛平：かんぴよう３年 (891年) 蔵人頭。その後、
権大納言を経て昌泰：しょうたい2年 (899年) 右大臣
となったが、同4年藤原時平のために大宰府に左遷
された。後世、天神様として尊崇(そんすう）された。

道真、邸の紅梅に別れを惜しむ

東風吹かば 匂ひおこせよ 梅の花
あるじなしとて 春な忘れそ

※藤原道長（ふじわらのみちなが、平安中期、廷臣）
娘三人（彰子・姸子・威子）を立后させて三代の天皇
の外戚となり摂政として政権を独占、藤原氏の全盛
時代を現出した。１０１９年出家、法成寺を建立。

８７８年１０月２８日
（元慶：がんぎょう２年９月２９日）
相模・武蔵でＭ７．４の地震が発生
第５７代陽成（ようぜい）天皇

死者多数

詳細は不明



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

平
安
時
代(

七
九
四
年
～
一
一
八
五
年)

９７６年７月１７日
（天延：てんえん４年６月１８日）
山城・近江でＭ６．７以上の地震が
発生した。
第６４代円融（えんゆう）天皇

１０２６年６月１０日
（万寿：まんじゅ３年５月２３日）
石見国（いわみのくに）、島根県益
田市の日本海沖でＭ７．５～７．８
の巨大地震・津波が発生した。
（万寿地震）
第６８代後一条（ごいちじょう）天皇

死者５０人以上

◎住居
※庶民

９３８年５月１７日
（承平：じょうへい８年４月１５日）
京都でＭ７の地震が発生した。
第６１代朱雀（すざく）天皇

死者あり、高野山でも建物損壊
その後も余震が多く、８月６日に
大きな地震が発生した。

大津波が沿岸の各村落に襲来
して未曾有の被害をもたらした
との口碑がある。死者１０００人
以上と推定される。同時期の津
波堆積物と思われる層を確認
する。

１０８８年６月４日
（寛治：かんじ２年５月１３日）
岩手県宮古市の辺りに９回地震・
大津波が３回来襲した。
第７３代堀河（ほりかわ）天皇

詳細は不明

竪穴式住居（一般庶民）

板敷きの家屋（都の庶民）

※武士



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

平
安
時
代(

七
九
四
年
～
一
一
八
五
年)

１０９９年２月１６日
（承徳：じょうとく３年１月２４日）
西日本でＭ６．４～８．５の地震発生
第７３代堀河（ほりかわ）天皇

◎住居
※貴族（寝殿造り）

１０９６年１２月１１日
（嘉保：かほう３年１１月２４日）
東海道沖の地震または南海トラフ
全域でＭ８～８．５地震が発生した。
（永長地震：えいちょうじしん）
第７３代堀河（ほりかわ）天皇

死者１万人以上と推定、東大寺
の鐘が落下、伊勢・駿河で津波
による大きな被害が出た。

興福寺、天王寺に被害、死者
不明。地殻変動により土佐で
田畑海没。津波被害は不明。

１１５４年９月１９日
（仁平：にんぺい４年８月１０日）
富山県付近で地震、新川郡で陥没
第７６代近衛（このえ）天皇

死傷者多数

◎服装

◎食事

貴族の女子 武士 民衆の婦人

貴族 庶民※日本人口の推移

59 550 644 757 818 1227
3330

12779

弥生 奈良 平安 鎌倉 室町 江戸 明治 現代

（万人）

１５０００

１００００

５０００

０

弥生 奈良 平安 鎌倉 室町 江戸 明治 現代



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

鎌
倉
時
代(

一
一
八
五
年
～
一
三
三
三
年)

１２４１年５月１５日
（仁治：にんじ２年４月３日）
鎌倉でＭ７の地震が発生した。
第３代執権北条泰時（やすとき）

１１８５年８月６日
（元暦：げんりゃく２年７月９日）
京都付近でＭ７．４の地震が発生し
た。（文治地震：ぶんじじしん）
初代将軍源頼朝

死者多数
法勝寺や宇治川の橋など損壊
余震が２ヶ月ほど続く

津波を伴い由比ヶ丘大鳥居内
拝殿が流失した。

１２４５年８月１９日
（寛元：かんげん３年７月２６日）
京都で震度５以上の地震が発生
第４代執権北条経時（つねとき）

破損多し

◎鎌倉時代とは
源頼朝（みなもとの よりとも）は
武家政治の創始者で征夷大将
軍を拝し鎌倉に幕府を開いた。
源義経とは異母兄弟です。

◎執権（しっけん）北条氏とは
将軍を補佐し、幕政を統轄した職で鎌倉幕府の事実
上最高責任者である。

１２５７年１０月２日
（正嘉：しょうか元年８月２３日）
相模湾でＭ７～７．５の地震が発生
した。（正嘉地震）
第６代執権北条長時（ながとき）

関東南部に大きな被害
三陸沿岸に津波襲来

◎鎌倉大仏
高徳院（こうとくいん）は、神奈川県鎌倉市長谷にある
浄土宗の寺院。本尊は「鎌倉大仏」「長谷の大仏」とし
て知られる阿弥陀如来坐像（国宝）。



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

鎌
倉
時
代(

一
一
八
五
年
～
一
三
三
三
年)

１２９３年５月２０日
（正応：しょうおう６年４月１３日）
鎌倉でＭ８クラスの相模トラフ巨大
地震との説がある。
（鎌倉大地震）
第９代執権北条貞時（さだとき）

１２９９年５月２５日
（正安：しょうあん元年４月２５日）
大阪・京都で震度５以上の地震発生
第９代執権北条貞時（さだとき）

南禅寺金堂倒れる

◎第８代執権北条時宗（ときむね）国難に立ち向かう
世界帝国であったモンゴル帝国
の２度にわたる元寇（げんこう）
を退けた。また、禅宗に帰依し
て宋から無学祖元（むがく そげ
ん）を招き、円覚寺の開山とした。

１３１７年２月１６日
（正和：しょうわ６年１月５日）
京都でＭ６．５～７の地震が発生
２月２２日にも震度６とみられる大
地震が発生した。
第１４代執権北条高時（たかとき）

清水寺出火、死者５人

建長寺を代表として多数の神社
仏閣が倒壊し、多数の土砂災害
などが発生し２万３０００人もの死
者が発生したとされている。

※元寇（げんこう）とは
元寇の呼称は、江戸時代に徳川光圀が編纂を開始
した「大日本史」が最初の用例で、対日本侵攻の文

永の役（ぶんえいのえき）と弘安の役（こうあんのえ
き） を言う。 寇（こう）とは、外から侵入して害を加え
る賊を意味する。

※文永の役（１２７４年、文永１１年１０月２０日）
軍船９００隻、兵士 ２
万６千人のモンゴル
軍が敵情視察と威嚇
攻撃に過ぎず１日で
撤退する計画だった
と考えられている。

※弘安の役（１２８１年、弘安４年６月６日）
軍船４４００隻、兵士
１４万の大軍で博多
湾入ったが、石塁に
はばまれ上陸できな
かった。暴風雨よっ
て壊滅した。



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

鎌
倉
時
代(

一
一
八
五
年
～
一
三
三
三
年)

１３２５年１１月２７日
（正中：しょうちゅう２年１０月２１日）
滋賀県と福井県の県境付近でＭ
６．５の地震が発生した。
（正中地震）
第１４代執権北条高時（たかとき）

１３３１年８月７日
（元弘：げんこう元年７月３日）
紀伊でＭ７以上の地震が発生した。
第１６代執権北条守時（もりとき）

◎住居琵琶湖の北方で山崩れが生じ、
竹生島（ちくぶしま）では寺院の
奥ノ院が倒壊し湖水に没入、あ
るいは竹生島が崩壊し島の半
分が 湖水に没したとも言われ
ています。

詳細は不明

詳細は不明

１３３１年８月１１日
（元弘：げんこう元年７月７日）
駿河でＭ７の地震が発生した。
（元弘地震）
第１６代執権北条守時（もりとき）

※鎌倉時代の五箇伝の名刀工と刀剣
刀剣の産地として特に有名なのが、「五箇伝（ごかでん）」と呼ばれ
る大和（奈良）・山城（京都）・備前（岡山）・相州（神奈川）・美濃（岐阜）
の５つの地域です。

国宝 短刀 無銘 正宗
名物 庖丁正宗
徳川美術館蔵

◎服装

◎食事

庶民 武士

庶民 武家の女性

庶民 武士



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

室
町
時
代(

一
三
三
六
年
～
一
五
七
三
年)

１４０８年１月１２日
（応永：おうえい１４年１２月１４日）
紀伊・伊勢でＭ７～８の地震が発生
した。（応永地震）
第４代将軍足利義持（よしもち）

１３６１年７月２６日
（正平：しょうへい１６年６月２４日）
南海トラフの地震、震源域諸説あり
Ｍ８．２～８．５の地震が発生した。
（正平・康安地震）
第２代将軍足利義詮（よしあきら）

死者多数
摂津・阿波・土佐で津波により大
きな被害

熊野本宮の温泉湧出が８０日間
止まる。

１４３３年１０月２８日
（永享：えいきょう５年９月１６日）
関東でＭ７以上の地震が発生した。
（相模地震）
第６代将軍足利義教（よしのり）

死者多数
津波により利根川が逆流した。

◎室町時代とは
足利尊氏（あしかがたかうじ）は
建武式目（けんむしきもく）を室
町幕府の政治要綱として示し幕
府を開き征夷大将軍になった。

◎第３代将軍足利義満

１４４９年５月４日
（文安：ぶんあん６年４月１２日）
山城・大和でＭ５～６．５の地震発生
将軍は空位

死者多数

◎雪景色の銀閣寺

室町は義満が京都北小路室町
に造営した花の御所（室町殿）
に由来する。
金閣寺は義満が京都の北山に
山荘を造営したのが始まりで、
正式名称は鹿苑寺（ろくおんじ）
の舎利殿「金閣」が有名です。

第８代将軍足利義政
の山荘東山殿（どの）
の観音殿は銀箔を押
す計画があったところ
うから「銀閣」と呼ばれ
るようになった。

※建武式目とは、足利尊氏が、1336年（建武3年）政治方針を御家人たちに示すために発した一七条の法令。



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

室
町
時
代(

一
三
三
六
年
～
一
五
七
三
年)

１４７４年終盤～１４７５年初頭
（文明：ぶんめい６年冬）
京都で大地震が発生した。
第９代将軍足利義尚（よしひさ）

１４５４年１２月１２日
（享徳：きょうとく３年１１月２３日）
会津で強震、奥州海岸に大津波が
押し寄せた。Ｍ８．４と推定される。
（享徳地震）
第８代将軍足利義政（よしまさ）

大津波で多くの人が流された

詳細は不明

１４９８年６月３０日
（明応：めいおう７年６月１１日）
大分県でＭ７～７．５の地震が発生
した。（日向地震）
第１１代将軍足利義澄（よしずみ）

死者多数
同日、畿内でも地震

◎明応地震
※津波により陸地が決壊し浜名湖が汽水湖となった。

１４９８年９月１１日
（明応：めいおう７年８月２５日）
東海道沖でＭ８．２～８．４の巨大
地震が発生した（明応地震）
第１１代将軍足利義澄（よしずみ）

死者３～４万人以上
伊勢・駿河などで津波で大被害
浜名湖が海とつながる
鎌倉高徳院の大仏殿が流される
南海トラフ巨大地震と推察される
（三連道地震）

※津波で破壊された鎌倉大仏殿

浜名湖

浜名川

遠州灘（太平洋）

明応地震後消滅した陸地
明応地震後の陸地



日本における大地震の歴史
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

１５０２年１月１８日
（文亀：ぶんき元年１２月１０日）
新潟県直江津でＭ６．５～７の地震
が発生した。（越後地震）
第１１代将軍足利義澄（よしずみ）

１５１０年９月１１日
（永正：えいしょう７年８月８日）
摂津・河内でＭ６．５～７の地震が
発生した。（摂津・河内地震）
第１０代将軍足利義稙（よしたね）

◎室町文化死者多数

死者多数
余震が２ヶ月あまり続く

◎食事
庶民 武士

室
町
時
代(

一
三
三
六
年
～
一
五
七
三
年)

１５２０年３月２５日
（永正：えいしょう１７年３月７日）
紀伊・京都でＭ７程度の地震が発生
（永正地震）
第１０代将軍足利義稙（よしたね）

熊野・那智の寺院破壊
津波あり

※応仁の乱とは（１４６７～１４７７年）

将軍足利義政の跡継ぎ問題等
で細川勝元と山名持豊の守護
大名が１１年間戦った内乱であ
る。戦乱は地方に拡散し、戦国
時代を現出し京都は荒廃し、以
後幕府の権威は失墜した。

雪舟 国宝 「秋冬山水図」

◎住居
庶民 武士（書院造り）



日本における大地震の歴史

― ２２ ―

時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

安
土
桃
山
時
代(

一
五
七
三
年
～
一
六
〇
三
年)

１５８５年７月３１日
（天正：てんしょう１３年７月５日）
大阪・京都で・伊勢・三河で大地震
第１５代将軍（最後の将軍）
足利義昭（よしあき）

死者多数
飛騨・越中などで山崩れ多数
白川郷で民家数百軒が埋まる
内ヶ島氏の岐阜県大野郡、帰雲城
（かえりくもじょう）は山崩れで埋没
三河湾と若狭湾で大津波の記録が
複数あり。
複数の巨大地震が同日発生の可
能性がある。

◎安土桃山時代とは
織田信長・豊臣秀吉が政権を掌
握していた時代。信長の居城安
土城と秀吉の居城伏見城（桃山
城とも）にちなむ名称。

◎織田信長
織田信長は、１５７３年に足利義昭を京都から追放し
室町幕府を滅ぼし、戦国時代の終結に最大の影響を
与えた（安土城）

◎種子島銃（たねがしまじゅう）
火縄銃の称、１５４３年ポルトガル船が種子島に漂着
２挺（ちょう）の鉄砲をもたらしたのに始まる。
従来の戦法や築城法を一変させた。

詳細は不明

一夜に崩壊した、帰雲城址

１５８６年１月１８日
（天正：てんしょう１３年１１月２９日）
近畿から東海、北陸かけての広い
範囲での大地震大津波が発生した。
天正地震（東海東山地震、飛騨、美
濃、近江地震）Ｍ７．８～８．１
養老断層（愛知県）、阿寺断層（岐阜
県）の二つの断層活動と津波をもた
らした断層活動の可能性が高い。
第１５代将軍（最後の将軍）
足利義昭（よしあき）



日本における大地震の歴史

― ２３ ―

時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

安
土
桃
山
時
代(

一
五
七
三
年
～
一
六
〇
三
年)

１５９６年９月１日
（文禄：ぶんろく５年７月９日）
伊予国（愛媛県）でＭ７の地震が発
生した。四国を走る中央構造線断層
帯での地震と考えられる。
同年同月に発生した一連の内陸地
震のさきがけとなる。
（慶長伊予国地震）

９月４日、大分でＭ７～７．８の地震
が発生した。大分県を走る別府ー万
年山（はねやま）断層帯と考えられ
る。（慶長豊後地震）

９月５日、京都市伏見でＭ７の地震
が発生した。六甲・淡路島断層帯や
有馬ー高槻断層帯での地震と考え
られる。（慶長伏見地震）
豊臣秀吉（太閤）

１５９０年３月２１日
（天正：てんしょう１８年２月１６日）
安房（あわ、千葉県南部）で地震
豊臣秀吉（太政大臣）

神社倒壊等

◎豊臣秀吉
織田信長の家臣で、信長の死後
全国を治めた武将です。太政大
臣になった時に「豊臣」の姓をも
らいました。朝鮮半島出兵、太閤
検地、刀狩、バテレン追放令など
をおこないました。

◎服装

◎食事（信長公のおもてなし料理）

２ｍの隆起があり。
潮が引いて３キロの千潟（ひがた）
が形成された。

死者７１０人
地震によって瓜生島（うりゅうじま）
と久光島の２つの島が沈んだとさ
れている。

死者１０００人以上
伏見城の天守閣や石垣が損壊
余震が翌年の春まで続く。

武家女子 武家の妻 民衆の婦人

堺の商人で茶人
の津田宗及（そう
ぎゅう）が岐阜を
訪れた際、信長
公が振る舞われ
た料理です。

※構造線とは、長さが数百キロメートルにわたって続くような大規模な断層のつながりのことをいう

慶長伊予地震

慶長豊後地震 慶長伏見地震

１５９６年


